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学 位 論 文 題 目 

Perceptions, attitudes and knowledge regarding the Steller sea lion-fisheries conflict 

in Hokkaido coastal waters 
（北海道沿岸におけるトドと漁業の対立に関する認識、態度と知識） 

漁業と鰭脚類の軋轢は世界的に生じており、経済的損失だけでなく社会的・文化的背景とも深

く関わる複雑な問題である。北海道沿岸漁業ではトドによる被害が深刻で長年の対策にもかかわ

らず漁業者の不満は大きいものの、これまで人間側の要因は十分に検討されてこなかった。本研

究では文献レビューとインタビュー調査を通じ、この対立を人文科学的側面から分析した。 

申請者はまず包括的な文献調査を行い、受動的漁具を用いる沿岸漁業での軋轢が特に深刻で、

混獲や漁具被害が主要な問題であること、非致死的技術は一定の効果があるが社会的受容との調

整が不可欠であることを示した。 

次に、北海道の刺網および定置網漁業者を対象とした聞き取り調査を行い、両漁法の漁業者が

トド被害と対策に対しての感情を共有する一方、漁法間での温度差を明らかにすると共に漁業者

の自立志向と行政との対話不足を指摘した。更に市民を対象に行った調査では、定性・定量的デ

ータを合わせた手法により漁業者と市民の比較を行い、価値観や利害が異なる者同士であっても

漁業や漁村の維持やトドとの共存の重要性といった思いを共有している点を示し得た。以上の結

果に基づき申請者は異なる立場間の対話と協働の重要性を指摘し、共通の価値観を通じた合意形

成と緩和策立案の可能性を提示した。 

以上の成果は人間と野生生物の間の軋轢の緩和・共存策のみならず沿岸漁業と漁村の持続性を探

るためにも有益な知見を提供しており、審査員一同は博士（水産科学）の学位を授与される資格の

あるものと判定した。


